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バイカウントクラシックオルガン について

現代のクラシックオルガンは、コンピュータで制御しております。

電源を入れてから、初期設定が完了するまでに、機種によつて違いますが、約10秒かかります。

「カチッ」という音がするまでは、メモリーボタンや、ストップ等には触れないで下さい。

誤動作を起こすことがあります。

↓

もし、誤動作が発生したときは、一度、電源を切り、再度、電源を入れなおしてください。(再起動)     
‐

↓           r

再起動しても、不具合があるときは、リセット(ファクトリーセッテング)をかけてください。

=場 出荷時と同じ状態に戻ります。ファクトリーセッチングをかけると、メモリー内容も消えて

しまいますので、必ず別途筆記をお願いします。

↓          
・

リセット方法              '

コント回―ルセンター(引き出し)の、カーソル上Aと、下▼を押さえた状態で電源を入れます。

リセットが終了するまでに約10秒かかります。必ず、「カチッ」いう音を確認してから、ご使用ください。

その他、取扱説明書に大事なことが書いてありますので、参照してください。

自動演奏装置付 オルガンの フロッピーディスクについて

フ由ッピーディスクは薄い磁気シートです。高温、多湿、磁気、ホコリ等は避けて保管してください。
'録

音、再生中に電源を切ったり、イジェクトボタンを押すと、データが消滅することがあります。

必ず、ストップボタンを押してから、次の動作に入つてください。

フロッピーデスクのデータは、パソコンや、別のフロッピーヘの保存をお願いいだします。
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:醐PORttNT SAFETYINSTRUGT10NS

WARNING:READ THiS FIRSTl

This syttbolis intended to alertthe userto the

presence of uninsulated“dangerous voltage"

wkhin the producrs enclosure that may be of

surlcient rnagnitude to constitute a risk of

electHc shok t6 persons・

This symbolis intended to alett the userto
the presence ofirTlportant operating and
mttntenanceぃewidng〕hStrucli6nS h the
literature accompanying the appliance.

WARNING:

TO REDUCE THE RiSK OF FIRE OR ELEじ!RiC SHOCk
DONOTEXPOSETHiSApPARATUsTORAINORM01STURE
AND O日JECTS FILLED WITH LiQUIDSコSUGH AS VASES,

SHOULD NOT BE PLACED ON THiS APPARATuS.
DO NOT R軸 OVE COVER(OR BAC均

NO uSERoSERⅥ CEABLE PARTS iNSlDE
REFER SERViCiNG TO QUALiFlED SERViCE PERSONNEL

WiNSTRUCT10NS 
PERTAINING TO A RISK OF FIRE〕

ELECTRIC SHOCK,ORINJURY TO PERSONSH

1)この取扱説明書をよくお読み下さい。

2)この取扱説明書を保管して下さい。

3)す べての警告にご注意下さい。

4)す べての指示に従つて下さい。フ

5)この楽器を水まわりで使用しないて下さい。

6)楽 器を拭くときは、乾いた布をご使用下さい。

7)楽 器の開田部を曇がないで下さい。メーカーの指定する場所に設置して下さい。

3)熱 源の近くに設置しないで下さい。

9)安 全のため、極性のあるフ
・
ラク

・
、またはアース付のフ

・
ラク

・
を使用して下さい。

10)電源ョート
'を

踏んだり、はさんだりしないで下さい。

11)メーカーの付属品をご使用下さい。

12)メーカー専用のカート、スルト
・
、1三脚、フ

・
ラケットをご使用下さい。

カートを使用する場合は、転倒防止にご注意下さい。

13)雷の場合や、長く使用しない場合はフ
・
ラクを抜いて下さい。

14)修理は資格のあるサーヒ
・
スマンにご相談下さい。電源ョードやフ

・
ラク

・
が壊れた場合、

液体がこぼれたり、ものが落ちた場合、雨や湿気にさらされた場合、

整
一一【

生
回

通常に操作できない場合、落とした場合と
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1.重要な注意点

1.1楽器のケア

・オルがン本体やコントローJレ部(ノフ
・
、ストッフ

°
、ホ

・
タン等)に無理な力を加えないで下さい。  、ャ・ラン

・
オ、テレヒ

・
、コンピューター、ヒ子

・
ォ等 強いノイスを出す機器の近くに、オルがンを設置しないで

下さい。
・熱源の近く、湿気の多い場所、ほこりっぱい場所、また磁気の強い所にオルがンを設置し
ないで下さい。

・楽器を直射日光にさらきないで下さい。

・楽器内部に異物を入れたり、液体をこぼしたりしないで下さい。

・掃除をする場合はt柔らかいフ
・
ラシか、エアを使用して下さい。洗剤、溶剤、アルコールは決

して使わないで下さい。

・スピーカーヘの接続にはシールト
・
ケーフ

・
,レを使用して下さい。 ケーデ,レをはずすときは、必ずコネクター

部分を持って下さい。またケーフ
・
ルを巻くときは、結んだり、ねじったりしないで下さい。

・スヒi―カーヘの接続を確認してから、スゎチをONにして下さい。雑音や危険なピーク信号を
避けることが出来ます。

・長期間オルがンを使用しない場合は、電源ツケットからプラク
・
を抜いて下さい。

1.2フロッヒ
°一・テ

・
ィスクの注意点                                      ・

・品質の良いフロッヒ
°一予

・
ィスクをご使用下さい。

・フロツト
°一予

・
ィスク・ドライフ

・
のLEDが点灯中はフロッピーテ

'ィ
スクを取り出さないで下さい。

ヘットをいため、磁気予
・―夕を破壊する恐れがあります。

・MS―DOSスタンダート
・
にフォーマットした3.5″フロッピー・テ

・
ィスク(720Kbまたは1.44Mb)をご使用

下さい。

・フ甲ツヒ
°一予

'ィ
スクを熱源、磁気を発するもの(コンピューター、ヒ

・
テ
'オ
、スピーカ…等)の近くや、

…湿気のある場所、ほこりっぱい場所に保管しないで下さい。

・壊れたフロッヒ
・―・予

・
ィスクを使用して、フロッピー・予

・
ィスク・卜

・
ライプが損傷を受けた場合は、

メーカーは責任を負いません。



2.コントロールと堪新続

2.1サイト
・
ハ
°
ネル

左ハ
°
ネル

右ハ
°
和レ

1.足鍵盤のドローノフ1ここには足鍵盤のホ
・
イスとカプラーがあ

ります。

o[1/P]:Man,Iのホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

o[I1/P]:Man.IIのホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

2.[MAN.□ の卜
・
日―ノフ

・
:ここには MAN.Iの 卜

・
ローノフ

・
とカプラ

ーが

あります。

o[I1/咽 :Man.Hの ホ
・
イスを Man口Iで演 奏 で き ます 。

3.電源スイッチ:オルがン全体の電源をオン・オフします。

4.Man.IIのドローノフ1これらのストップでMan.liのホ
・
イスをオン・

オフできます。

5.足鍵盤の卜
・
ローノフ1ここには残りの足鍵盤のホ

・
イスとカプラー

があります。

注意:カプラーはオーケストラホ
・
イスと同時には作動しません。



:目晋攣

2.2中央ハ
°
ネル

1ロキヤンセル部 卜これ らのホ
・
タンはすべ てのリ

ード(REEDS)や 、ミクスチャー(MIXTURE)を キャンセJレできます。

2.アンプリフィケーション部:カレがンのアンプのオン・オフを行います。

o  C O N S O L E  O N :オルがン内蔵 のアンプをオンにします。

o M A I N  O N :リアハ
°
ネルの[MA I N  O U刊 をオンにします。

o ANTIPHONAL ON:リアハ
°
ネルのEANTIPHONAL OU司 をオンにします。

3.オーケストラ部:ここには3つのセクションからなるオーケストラホ
・
イスがあります。

オーケストラ部はフ
°
レスティッシ

'70の
重要な要素です。

o  O R C H E S T R A  P E D A L足 鍵 盤 用 のオーケストラホ
・
イスです。

o ORCHESTRA MAN.I:Man.I用 のオーケストラホ
・
イスです。

o ORCHESTRA MAN.II:Man.II用 のオーケストラホ
・
イスです。

初期設定以外のホ
'イ
スを選んだり、ハ

°
ラメーターを変更する場合は、アト

・
ハ
'ン
スト・マニュアルを

ご参照ください。

4 . [ M A N . I□LEDハ
'一

:Ma n , I Iのエクスプレッションヘ
°
夕
・
,レの 位 置 を示 します 。

5.メモリーハ
・
ンクセレクター:3つのメモリーハ

・
ンクにはシ

・
ェネラルメモリーと専用メモリーを保存できます。

トータルプェネラル・メモリー48,専用メモリー144

この機能は複数のオルがニストが1台のオルがンを使用する場合に便利です。

個々のオルがニストがそれぞれのレプストレーションをメモリーできます。

6.トランスホLサとセレクター:+5～-6半音の範囲ででチューニングを変えられます。

7.クレッシェント
・
LEDハと:クレッシェント

・
へ
°
夕
・
】♭の段階を表示するLEDです。             _



8.1/Pピストンコンハ
・
インLED:ピストン・コンハ

・
イン機能の状態を表示します。この機能が作動中

(LEDオン)には足鍵盤のメモリーがMan.Iのメモリーとカッフ
°
リングされます。

つまり、Man.Iの専用オンメモリーがオンになると、自動的にManalの専用オンメモリーが足鍵盤でも
有効になります。

9.KEYB.INV.LED:キーホ
・―卜

・
インウ

・
ァープョンの状態を表示するLEDです。

この機能がオンになると、Man,1とMan.Hが逆転します。

2.3押 しホ
・
タンのコントロール

1.シ
・
ェネラル・メモリー:ここにはプェネラル・メモリーがあります.

[MEM可は昇順の送リホ
や
タン、[MEM可は降順の送リホ

・
タンです。

2.専用メモリー フ
°
レスティップ70には専用メモリーもあります。Man.I(2A)、Man,I用砕B)、足鍵盤用(2C)

専用メモリーでは、そのセクションの設定が可能です。          メ

メモリーにはHRというホ
'タ
ンがあります。これはメモリーを作動させる前のレシ

・
ストレ…ションにもどす機能を

持つています。

メモリーに保存できるのは次のものです。
一ホ

'イ
ス(オーケストラホ

・
イス含屯わ

―カプラー

,―トレミュラント(スヒ
°―卜

・
及び深さ含む)

―MIDI TOコントロール:MIDlソロ、フ
°
回ク

・
ラム・チェンシ

・
、

シ
・
ェネラル・メモリーには、次の機能も保存できます。

一オJレカ
・
ン・ソロ

ーエンクロース
・
卜
・
、オートマティックヘ

°
夕
い
ル

牧 Ａ
欲
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3.Sホ
・
タン:メモリー保存用のセットホ

゛
タンです。メモリーを保存するには、まずSホ

・
タンを押し、押したまま

保存するメモリーホリンを押します。

4.Pホ
・
タン:足 鍵盤とのカプラーを作動させるホ

・
タンです。        ―

o[P](4A):1/Pと 同じ機能で、Man.Iを足鍵盤とカップリングします。

o[P](4B〉 1/Pと同じ機能で、Man,Iを足鍵盤とカッフ
°
リンク

・
します。

5.[MEM司 と EMEM― ]ホ
'タ
ン:[MEM司 は昇 順 のメモリ

ー
送 リホ

・
タン、[MEM司 は降‖頂のメモリ

ー送 り

ホ
'タ
ンです。

6口[ M . S O L O ] :こ れ は、Ma n . H ( 6 A ) , M a n . I ( 6日)の MI D l・ソロ機 能 をコントロールす るホ
・
タンです。

この機能を作動させると、MIDIアウトに接続した楽器で、最高音(和音の場合は)のみ、単音で

なります。

注意:MIDIソロから発信する単音は、MIDけャンネルBから送られます。
MIDIチャンネルの詳細説明はアト

・
ハ
や
ンスト・マニュアルをご参照ください。

7.[ENC]ホ
・
タン:このホ

・
タンを押すと、MangIIのへ

°
夕
・
,レで力♭がン全体のホ

や
リュームをコントロールできます。

8.[刊ホ
・
タン:このホ

'タ
ンを押すと、 トゥッティになります。

トゥッティは変更できます。ホ
や
イスとカプラーを選び、Sを押しながらTを押してください。

(Tホ
'タ
ンの代 わ りにTUTTIト ウ・ピストンを押 してもよいです。)

9.[IEホ
や
タン:I1/1と同 じで、このホ

・
タンを押 す と、Man】IがMan.Iとカップリンク

・
され ます。

10.[0,SOLO]:カ レがン・ソ回機能をコントロールするホ
・
タンです。

オルがンロツロと1/1カプラーを作動させると、Mano Iの ホ
・
イスをMan.Iで単音脩口音の場合は最高音のみ)

で演奏できます。そのときMan.Hは通常通り和音が出ます。

11.[A.P.]ホ
・
タン:このホ

や
タンを押すと、ManHの 最低音32音で、足鍵盤のホ

・
イスを演奏できます。

このとき、音は低音を優先して、単音となります。また足鍵盤からは音が出なくなります。

12.フロッヒ
°一テ

・
ィスクドライフ

・
:1.44Mb 3.5″フロッヒ

°一想i用

13 . [ C ]ホ
・
タン:これはキャンセルホ

・
タンで、ホ

・
イスやカプラーをキャンセルし、HRホ

°
プションに戻します。



2.4へ
°
夕
・
ルのコントロール

1.シ
・
ェネラル・メモリー・ピストン:シ

・
ェネラルメモリーを作動させるピストンです。

2.[CRESCENDO]へ
°
夕
・
ル このへ

°
夕
・
アレを踏み込むと、あらかじめ設定した順にホ

・
イスが増えて行き

ます。クレッシェント
・
の段階はLEDで表示されます。

クレッシ上ント
・
の各段階は変更できます。クレッシェンド・へ

・
夕
や
,レを変更したい段階まで踏み込み、必要な

ホ
・
イスやカプラーをオンにします。Sホ

'タ
ンを押したまま、シ

・
ェネラル・メモリーのHRを押して下さい。

3.[ManB I]へ
°
ダル:この今

°
夕
・
ルでMan.Iのホ

・
リューム・コントロールができます。

4 . [ M I D I  S U S T A I N ] ピストン: オーケストラ・ホ
・
イスのサステインと、C C 6 4 を M I D I アウトヘ の送 信 します 。

5.ETUTT咽ピストン:トゥッティを作動するピストンです。

ユにな



2日5鍵 盤棚下の接続端子

lEHEADPHONES]ツ ケッ比ヘッドフォンの接続端子です。
力♭がンの音が出なくなります。

ク
・

ツ持シンオフ ヘツト
・
フオンをつなぐと、

2.[MID]ツケットMIDIインターフェースを持う楽器の接続に使用する、5ピンのDINフ
・
ラク
・
用のソケットです。

!Nは他のMIDlソースから送られた信号を受け、OUTぃフ
・
レスティップから発信した信号を送り出し、

THRUはINに受けた信号を正確に送り出すための端子です。           
…

。E垂円0茎

Ma柵
櫛紺評軋

3.[INPU羽ッヶット他の楽器で演奏したものを、オルがンのアンフ
・
で音を出すための端子です。

(ヒ
ロ
ン・プャック)音源がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

4.[OUTPu司 ッヶットアンフ
・
を通さない信号を送り出す端子で、アンプ付スピーカーゃ録音システムヘ

接続するためのものです。

信号がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

〓:==解 ::=::1:

K的 ′boBrdB Synh,9可 an・ Bt巳

帥 andBrB sequencarD ekエ

E ほS E  
o  r J , 単‖= J Ⅲl 出中H : 日目目日 目 式 | ]

ExPandttL sequ8呼 担i gtは

◎|◎,◎◎
型 淵 品

『
上 野 柵 岡

R_

注意:ヘッドフォンの音を最適にするために、16Qの ヘット
・
フォンを推奨します。



286リア・ハ
°
ネルの接続

1 . [ E X T . + 1 2 V D e ] : [ M A I N  O U刊 か E A N T I P H o N A L  O U刊 へ接続 したスピーカーにD 0 1 2 Vを 送 る
ための端子です。レフトサイト

・
ハ
°
ネ,レにある[EXT.SPqスィッチで、外部スヒ

9-カーのオン・オフができます。

2.[MAIN OU司 部:ここには8個のライン・アウトがあります。最大8個のスヒ
°一方―を接続できます。

セントラル・コントローJレ・ユニットを使って呼び出す、内部のセウトアッフ
・
機能で、これらのオー予

・
ィオ・アウトラルトの

ハ
°
ラメーターをいるいろに変更できます。(ホ

や
リューム、予

・
ィレー、イコラーサ

・―)
このようにして、実際のオルがンのウイント

・・チェストの音響にちかずけることができます。
これ らの機 能 は EXTERNAL OUTPuTs ooNTROLや EXTERNAL VOICES ROUTERと 口平ばれ ます。
詳細はアト

・
′、
Pン
スト・マニュアルをご参照ください。

3.EANTIPHoNAL OU司 部:こ こには4個のライン・アウトがあります。

ANTIPHONAL OUTPuTs sETTINGの 設 定に従って、信号が4つめァウトフ
°
ットに分 けられます。

ここにかかわる Volcと s AD」 uSTや EXTERNAL VOICES ROUTER機 能については
アト
・
ハ
・
ンスト・マニュアルに説明してあります。

・
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4.[INPUT]部:ここには外部機器のアウトプット信号を受けて、オルがンのアンプで音を出すための

インフ
°
ット端子があります。接続は次に通りです。

o[L十(R)]、[R]:ステレオのインフ
・
ット端子です。モノの場合は[L+(R)]だけを使つてください。

o[MIC]:マ イクロフォンの接続端子です。

o[GAIN]:MICインフ
°
ットに接続された信号を調整するトリマーです。

注意:手鍵盤、足鍵盤、オーケストラホ
や
イスのホ

・
リューム・コントロールは鍵盤棚したのひき出しの中に

あります。Man.III,Man,Iのスウェ,レヘ
°
ダ,レもホ

・
リュームに影響 します。

[MAIN OUT3と EANTIPHONAL OU刊 は、リアハ
°
ネ】レにあります。

以上 のアウトフ
°
ットに影響 しないの は、[GENERAL]の トリマーだ けです。

リア・ハ
°
ネJレのアウトプット接続例

Expanderi Sequencert ett.

Powered boxes

Sub‐wciOFer tt powered boxes
ti.e fOr Peda!voices)
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2.フリモートコントロール(オフ
°
ション)

フ
・
レスティップ70にはリモコンがついています。

リモコンでは、オルがンの全体ホ
・
リュームや、

メイン・シーケンサーをコントロールできます。

1.[START― STOP]:ス タート、ストップ、鏡苗き、

プレイハ
・
ックに使います。

2 . [ P A U S E ] :プ レイハ
・
ックの 途 中 で 、

一
時 的 に

シーケンサーを止めるホ
'ル

です。

3.EAUTO PLAY SONG]:こ れ らの 6イ国のホ
・
タンは、

フロッピーに保存した、最初の6曲を

[START―STO可 を使わずにフ
°
レイハ

や
ックします。

4.[SONG]:フロッヒと・予
・
ィスクにある曲を選ぶホ

'ル
です。

5.EVOLUM回:オルがンのプェネラル・ホ
・
リュームを

コントロールするホ
・
タンです。

注意:

START― STOPス イッチのLEDは リモコンの予
・―夕送信を示しています。それが点滅する

場合はリモコンの電池を交換してください。

電池の交換

リモコンの裏側のネプをはずして、フ
Pラ
スチック・カハ

・―を開きます。
注意:CR1220 3Vリチウム・ハ

'ッ
予リーをご使用下さい。

極性を確認して電池を交換して下さい。

cover's10ck screw

3V Ittium

batery
3V li岨um

battery

Positive Pole(+)abOve,
negadve pole(ぅbeiow

viscount

日

日



鍵聾棚下のひき出しの中に、セントラ'レ・コントロール・ユニットがあります。
このクイックカ

'ィ
ドでは、基本的な部分の記述をします。詳細な機能やハ

°
ラメーターについてはァト

・
ハ
・
ンスト

マニュアルをご参照下さい。

1.デイスプレイ:2行40文字の予
・
ィスプレイにオルがンの話機能に関する画面を表示します。

2.メニュー選択ホ
・
タン:これら4個のホ

・
タンでメイン・メニューを選びます。

O[V01CES]:オ ルカウ・ホ
・
イスに関するホ

'タ
ンです。

o ESET―U可:オルがンの全体設定を行うホ
・
タンです。

o EMIDI&UTILITⅦ :MIDIインターフェースの設定と、リアーハ
8ネ
ルの接続を設定します。

o[DIS配 :フロッピー・予
'ィ
スクとそこに保存されたファィルに関する機能です。

3,MIDI To部 :各手鍵盤と足鍵盤のA.Bチャン和レのMIDIノートの送信をアクティプにする
ホ
や
タンがあります。各ホ

'タ
ンのLEDは関連するMIDIチャンネルの送信状態を示しています。

o LED on:ノートコート
'の

送信が可能な状態。
o LED otノートコードの送信停止状態ち

詳しいMIDIインターフェースの可能性については、アト
',ド

ンスト・マニュアルをご覧下さい。

〇 〇
〇

H蜘
め

も
的
も

も
的
b

飩むE
0.O ③10555
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4.VOLUMES部:オルがン各部の音量を調整するものです。

o[PEDAL]: 足鍵盤のホ
や
リュームコントロール。

o[MAN.咽 : 第 1手鍵盤のホ
・
リューム・コントローJレ。

o[MAN.IIB: 第2:手鍵盤のホ
・
リューム・コント回―ル。

o[ORCH]:  オーケストラホ
rィ
スのホ

・
リューム・コントロール。

o[REVERB]: Iルヽや―フ
・
エフェクトのレヘ

・
ル評]]整。

o[GENERAL]: オ,♭力
・
ンのシ

ヤ
ェネラ,レ・ホ

や
リュームのレヘ

・
ル調 整。

5.シーケンサー:プレスティップには内蔵されたマルチBトラック・シーケンサーの操作ホ
・
タンがあります。

詳しい説明は、アト
・
ハ
・
ンスト・マニュアルをご覧下さい。

o[PLAⅦ :  レコーテ
・
インク

・
したMIDIシーケンスのフ

°
レイハ

・
ックに使います。

o[RECORD]: レコーテ
・
ィングしたMIDIシーケンスのフ

°
レイA・ックに使 います。

o[METRONOME]: このホ
'タ
ンを短 く押す とメトロノームが起 動 します。

長押しすると、メトロノームのセッティンク
・
へ
°―シ

・
が出ます。

o[START― STOP]: MIDIシーケンスの レコーテ
・
ィンク

・
やフ

°
レイハ

・
ックのスタート/ストッフ

・
に使 いiます。

6.テ
・
ィスプレイ・ファンクションコントロールホ

・
タン:これらのホ

・
タンで、カーツル移動、数値設定、へ

°―シ
'の

選択、

コンピューターメッセーシ
・
の確認や拒否を行います。

o [ V A L U E ] :  ハ
°
ラメーターの 設 定 に使 うエンコーダー

。

Oカーツル 画面のへ
°―プの中でのカーソル移動に使います。

A、 ▼にはLEDが付いていて、点灯時は、次へ
°―プ、前へ

°一シ
・
に関連する説明がある

事を示しています。ホ
'タ
ンを押して、要求されたへ

°―シ
・
を見て下さい。

o[ENTER]: 機能の内容を表示したり、 テ
・
ィスプレイ上のメッセープの確認に使います。

o[EXI刊 : 現在のへ
°―プから離脱したり、 テ

・
ィスフ

°
レイ上のメッセープの拒否に使います。

楽器の電源をオンにすると、テ
・
ィスフ

°
レイは次のようになります。

ENSEMBLE:2   TEMPERAMENT:Equal

TUNING:0

ここには下記のハ
°
ラメーターがあります。

o ENSEMBL巳  経年変化による、各ハ
°
イプ間の整音の微妙な狂いを、8つのレヘ

・
ルでシミュレート

できます。数値は一(完全に調律されている)から8(整音の最大の狂い)

迄になつています。

３



o  T E M P E R A M E N T :  ここではいろいろな時代 と国 々の 歴 史 的予ンヘ
°
ラル トを選 ぶ ことが

できます。MEANTONE,CHAUMONT,WERCKMEISTER,

KIRNttERGER,PYTHAGOREAN,VALLOTTI,KELLNERが

入つています。

MEANTONE:81国 の純粋な長3度 (Eb一G/Bb― D/F―A/C― E/G―B/D一畔/A―CttE―G#)

使用できない長3度(減4度)(B―D群/F帯―A辞/C#―E♯/Ab一C)

ウルフの5度:G群一Eb、不規則な半音階。

ミーントーンで使用できる調:C,D,G,A,日bとそれぞれの平行短調。

以下はすべての調を使えるように工夫したものですが、それぞれの響に特徴があります。

WERCKMEISTER:オルがニスト、楽理学者のアンドレアス・ウ
・
ェルクマイスターの考案になるもので

1600年代後半の卜
や
イツ音楽に向きます。

K I R N B E R G E R : 」 , S . ハ
・
ッハの 弟 子 の ヨ′ウ Bフ

ィリップキ ルンヘ
・
ルが―が 考 案 した テンヘ

°
ラル ト。

ドイツハ
・
ロックとハ

・
ッ′ヽの音楽に向きます。

C H A U M O N T : 6つ の純 正な長 3度 か らできていますとD―F# / E―G帯/F―A/ G―B/ A―C幸/

C―Eにれはややせまい)。

17C終りから18世紀初頭のフランス音楽に使われます。

PYTHAGOREAN:純 正5度を保持したもので、中世から15世紀の音楽に向きます。

VALLO刊
‐
l Valbttiのテンヘ

°
ラルトは後にイギリスのトマス・ヤンク

や
に採用されました。18世紀の

イタリア音楽と、イギリス音楽に向きます。

KELLNER:ヘルヘ
'ル
ト・アントン・ケルナー。1938年プラハ生まれ。ハ

・
ッハの平均律クラウ

や
イア曲集の

研究により、1975年に独自のテンヘ
°
ラルトを考案。18世紀の卜

や
イツ音楽、

特にハ
・
ッハの音楽に向きます。

４



中央ハ
°
ネルの[SFT―UP]ホ

'タ
ンを押すと、

画面は次のようになります。

オルがンのシ
・
ェネラル・セッティングができます。

AFCリハ
・―プの あるオルカうでは SET―UPメニューは2へ

°―プになります。

o TREMULANT: 各鍵盤のトレミュラントの設定を行う機能です。

o REVERB  :リ ハ
・―フ

・
の種 類を選 べます。AFC付 オルがンでは、オルがンの リハ

・―フ
・
と

AFCのリハ
'一
フ
・
のハ

や
ランスを調整できます。

O KEYBOARDS SETTING:手 鍵盤と足鍵盤のハ
°
ラメーターの調整を行う機能です。

o INTERNAL EQUALIZER:オ ルがン内蔵のィコライザーの調整機能です。

o ANTIPH.OUT/EXTERNAL ANTIPHONAL OUTPuTs sETTING

:リアハ
°
ネルEANTIPHONAL OUT]の 調整機能です。

o A F C  E F F E C T  C A L I B R A T 1 0 N : A F Cリ ハ
・―フ

・
の 自動設定機能です。

各機能を変更する場合は、関連するフィールドにカーソルをあて、ENTERを押します。メイン・メニュー
ヘ戻 るには、[EXI刊か [SET―UP]を 押 します。

INTERNAL EQUALIZER,ANTIPHONAL OUT,AFC CALIBRAT10Nは
アト

・
ハ
'ン

スト・マニュアルに説明があります。

５



4.1トレミュラントの設定

各手鍵盤のトレミュラントの深さとスヒ
°―ドの設定ができます。

[SET―UP]メニューからトレミュラントのフィールドを選ぶと、 テ
'ィ
スフ

°
レーは

~Ftttの
ようになります。

TREMULANT:  Manual.I   Manual.H

Depth/Speed  16/16      16/16

各手鍵盤のトレミュラントの深さとスヒ
°一ドが下段に表示されます。

/の 左側が深さ、右側がスヒ
°―ドの表示です。それらの数値を変えるには、カーッルをその数値に

あて、エンコーダーを回します。

必要な変更が終わつたら、[ESC]キーを押してSET―UPメニューに戻り、新しい設定を保存します。

4.2リハ
・―プの型を選ぶ

ここではリハ
・―プの8つのタイフ

°
を選ぶ事ができます。これらのリハ

'一
フ
や
はいろいろな環境に置かれた

カレがンの響をシミュレートするものです。

中央ハ
°
ネルのリハ

・―プつまみでリハとフ
・・レヘ

・
ルを調整できます。

リハ
'一

フ
・
タイプを選 ぶ に1よ、[SET―UP]メニューか らREVERBフ ィ

ールドに入 り、ENTERを 押 します。

ディスプレイの表示は次のようになります。

REVERBERAT10Ni  type:Cathedral

エンコー
タ
と

を 回 して お 好 み の リハ
'一

フ
・・

タイプを選 び 、ENT E Rを 押 します 。

変更を保存したり、[SET―UP]メニューに戻るときは、[ESC]キーを押して下さい。

注意:

オルがン内蔵のリハ
や一フ

や
は、オーケストラ・ホ

・
イスにも有効です。また、リア・ハ

°
ネルの[INPU司端子

から入る信号にも有効です。

６



AFCリハ
'一
フ
・
イ寸オルカ

・
ン

ヤマハが開発したAFC(AcJve tteld OontrODモシ
・
ュールは革新的なリハ

・―プシステムで、最新の電子音響
技術を駆使して、音の強さ、広がり、音の反響等、リハ

・―フ
・
をより自然なものとしています。

リハ
・―フ

・
を発生させるときに、AFCが、オルがンを設置した部屋の音響反射をコントロールして、その部屋の

音響特性をきわだたせることになります。
大きな部屋に設置された場合は、 普通のリハ

や―プが生む不自然さを避け、小さな部屋に設置され
た場合は、逆に大コンサートホールの音響を得ることができます。
AFC付のオルがンでは、通常のリハとプタイプとAFCリハ

・―プのハ
・
ランスを調整することができます。

画面表示は次のようになります。

上記表示の上段は2つのリハとプのハ
・
ランスを示し、下段は現在のAFCの状態を示しています。

―AF C  O N :  A F Cシステムが ONに なっています。
一AF C  B U S Y : A F Cシ ステムが予

・―夕処 理 中です 。 リハ
や―フ

・
は働 きませ ん。 AF 0  0 Nに なる

まで、お待ち下さい。
一AFC O F F :  A F Cシ ステムが OFFに な って い ます 。

必要な変更が終わったら、[ESCコキ|を押してsET―UPメニューに戻り、新しい設定を保存します。

4.3手 !鍵盤のシ
・
ェネラルセッティンク

・

KEYBOARDS SETTING機能には手鍵盤と足鍵盤のメイン・ハ
°
ラメターがあります。

[SET―UP]メニューからKEYBOARD SETTINGのフィールドに入ると、最初の画面は
RANKS DISTANCE(ア ト

・
A'ンストマニュアルに詳述)。です。

そこでカー
ソルホ

や
タン▼

'を
芋甘すと、PISToN COMBINEと KEYBORDSINVERS10N

のハ
°
ラメーターに入ります。

KEYBOARDS INVERS10N:disable

MAN.1/PEDAL PISTON COMBINE: disable

KEYBOARD INVERS10Nの 機 能 を使 うと、MAN.IとMAN.IIが入れ 変 わ ります。

７



M A N . 1 / P E D A L  P I S T O N  C O M B I N E の 機 能 を使 うと、M A N . I のメモリーを足鍵 盤 のメモリ
ーにカップリング

できます。つまり、MAN.Iのメモリーを呼び出すと、足鍵盤のメモリーの同時にアクティフになります。

設定のしかたは下記の通りです。カーソルを予
や
ィスフ

°
レーの最初にあて、エンコータとを回すと、

enableと disableを変更することができます。

これら2つの設定は中央ハ
°
和レのLEDで、[K.INⅦや、[P.COMB.]としてLED表 示されます。

さらにカーツルホ
・
タン▼ を押すと、最後の鍵盤設定である、ENCLOSEDと AUTOMATIC PEDAL、

また、トレミュラントの深さとスヒL卜
・
の設定へ進みます。

ENCLOSED,AUTOMATICPEDAL AND TREMULANT

DEPTH AND SPEED STORED IN MEMORIES:NO

[VALUE]エ ンコータ
・―でYESを 選 ぶ と、それ らをメモリ

ーできます。止 める場 合 は NOを 選 びます。

注意:
エンクロース

'卜・
とオートマティック・へ

°
ダ,レをアクティフ

・
にした場合、キャンセルホ

・
タンを押しても、これら

はキヤンセルされません。

必要な変更が終わつたら、[ESC]キーを押してSET―UPメニューに戻り、新しい設定を保存します。
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5,レコー予
や
ィンク

や
とフ

°
レイハ

や
ック

プレスティッシ
'60は

録音、フロッヒ
°一予

・
ィスクヘの保存、フ

°
レイハ

'ッ
ク機能を持つたシーケンサーを内蔵しています。

ここでは録音機能の基本的なことを説明します。詳細はアト
・
ハ
・
シストヤ■アルをご覧下さい声    ‐

5。1演 奏した曲を録音する。            キ

レコーディンク
・・毛―卜

'に
入るには、まずフロッヒ

°―・テ
・
ィスクを差し込んでから、[RE00RD]ホ

・
タンを押します。

テ
・
ィスクの読込みが始まると、下記の表示になります。

*辛*Reading disk contents*井 *

Please wait

表示は次のように変わります。

RECORD:NEWSONG  Tempo:120   Meas:  1
Ped:REC Man.I:REC  Man,II:REC CommOniREC

次 に、ホ
・
イスと他 のコントロールをONに して、[START― STOP]を 押 します。

シーケンサーが スタートします。(予備 小節 (3小節 目で弾 き始 めるとか )をメトロノームで設 定できます。)

[START一 STOP]ホ
・
タンの LEDが 設 定 したテンホ

°
と拍 子 にあわ せ て点減 します。

レコーテ
・
ィンクを 終 了す るには、もう

一
度 [START― STOP]ホ

・
タンを押 します。

画面にはレコーテ
・
ィングしたシーケンス(曲)をセー為 ふ表示が出ます。またそこに表示された

。MIDファイル名がフロッピーに書き込まれます。

SEQUENCER SAVE:

SONGi SESS10N l口MID ― Press ENTER to start

カーソルホ
・
タンでカーソルを移動し、エンコータとで文字を選びます。

EENTER]を押せばレコーテ
・
ィンク

'さ
れた曲が保存され、[EXI刊を押せば保存の操作を解除

します。

さらに[EXI羽を押せば、メインヘ
°―プヘ戻ります。

注意:
_立 でに保荏してある曲を消さないために、_二■Gに保存してある曲と同‐じ名前を入カーー

しないように注意して下さい。同じ名前をセーフ
や
すると、もとものが上書きされます。



5.2レコーテ
・
ィンク

・
した曲をプレイハ

・
ックする。

レコーテ
・
ィンク

・
した曲をプレイハ

・
ックするには、フロッピーを差しこみ、[PLAY]を押します。

フロッヒ
°一の読込みが始まります。

ネ*斗 Reading disk contents***

Please wait

予
・
ィスクに保存されているすべてのトラック(.MIDファイ,レ)が表示されます。

ERICSONGttMID SESs10Nl.MID RECORD…1.MID
RECORD_2,MID RECORD_3.MID

カーカレキーでフ
°
レイハ

・
ックしたい曲を選び、[ENTER]を押します。

画面は次のようになります。

PLAY:SESS10N l  Tempo:120   Meas:  1

Ped:―一一 Man.I:PLY  Mant II:PLY Oommon:PLY

E S T A R T―S T O P ]ホ
・
タンを押す と、プレイハ

・
ックが 始 まります。

プレイハ
・
ック中にホ

・
イスを変えたり、シーケンサーと一緒に演奏することも可能です。

プレイハ
'ッ
ク中に[PLAYBを押すとホ

ロース
・
がかかります。

PLAY:SESS10N l  Tempo:120   Measi  12

Ped:PSE Man.I:PSE  Man.11:PSE Common:PSE

もういちど[PLAY]を押すとホ
°―ス

・
が解除されます。

プレイハ
・
ックを止めるには再び[START―STOP]ホ

'タ
ンを押します。

EEXI刊か [PLAⅦ を押 せ ばメイン・メニューヘもどります。

０２



6.ホ
'イ
ス回―カル・オフ

オルがンからは音を出さずに、接続した楽器にMIDI信号を送つて(System Exclus市e)音を出す使い方を
回―カル・オフといいます。

ローカル・オフにするには、[S]ホ
'タ
ンと[C]ホ

・
タンを同時に押します。すべてのストッフ

°
がオンになり、

画面は次のようになります。

LOCAL  ON/OFF STOPS SETTING
キ**********キ ****辛 *キ**キ ****辛 ***********ネ **キ井********

ロー加レオフモート
・
にするには、ローカルオフにしたいストップを押してそのストップのランフ

°
を消します。

設定が終わったら、もういちど[S]ホ
・
タンと[C]ホ

Pタ
ンを同時に押して、設定を保存します。

ランフ
°
点灯:回―カルオンモード

ランフ
°
消ズ■ ローカ】レオフモード

通常の操作で、ローカルオフがアクティフ
・
になっている場合、ストップが2回点滅してから点灯します。

7コファクトリーセッティンク
・

フアクトリーセッティンクを行うと、ユーサ
・一が行つた変更がキャンセルされ、すべての設定が

工場出荷時の状態にもどります。

カーソルAと ▼を同時に押したまま、電源をオンにします。下記の画面が現れます。

Factory Setting in Progress

２



NOTE:This equipment has been tested and found k〕comply with the tiFコilS for a Ctass B
digital Device,persuant to Part 15 ifthe FCC Rules.These lirコits are designed lo provide
reasonable protectiom against harrnfulinterference in a residentialinsta‖ation.This equipment
generates, uses and can radiate radio ttequency energy andB if not installed and used in
accordance with the instruction, may cause harrnfut interference to radio comunicalions.
HoweveL there is no guarantee thatthe interference wi‖not occurin a particularinsta‖ation.if
this equipment does cause harrnfutinterference to radlo O「televislon receptiOn,which can be
determinated by tuming the equipment Of and on,ぃe useriS encuraged tO try to cOrrectthe
interFerence by one or more ofthe fbHowing rneasures:

“   Reorient or relocate the receiving antenna.
‐   increase the separation between the equipment and receiver.
―   Connectthe equipmentinto an ou‖et on a circuit differentfrom that tO which the receiver

is connected.
― Cons』tthe deaに「o「an experienced Ra胡o灯v techttdan for help.

路品鰍蹴まi盟酬認襴品:隅:ゴ旨]撤群総 ほ鞘掃苫穐:苦
愉e party



●

ViSCOunt

肖名月丹招群横 へた3溺9浸早戦 樹と娼嘱塊払
Fro,コ a〃 ortter cow,rriesr TELf+39-θ 5イイー9877θ θ FA〕 律Ⅲ39-θ54イー987θ 52

E‐材ArLf orgatts@″ SCOW幻 4′r

WEBf々 rrp〃〃脚比 ガscow阿 卜orgatts.c。 何

材中〃my'SCOW月 4Fr
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